
​原議用​

​〇​ ​業者用​

​東車両基地除雪業務​

​仕様書​

​令和8年度​

​高速電車部車両課大谷地検修係​

​高速電車部​

​車両課大谷地検修係​
​℡ 891－3223​ ​札交車26第2185号​



​１　概要​

​　　本業務は、札幌市交通局高速電車東車両基地構内の除雪業務を行うものである。​

​２　実施場所​

​　　札幌市厚別区大谷地東6丁目1番1号​

​　　札幌市交通局高速電車東車両基地​

​３　履行期間​

​　　契約書に示す着手の日から令和9年3月31日まで。​

​２．一般仕様​

​１　適用​

​　　本仕様書は、札幌市交通局高速電車東車両基地構内の除雪業務に適用する。​

​２　提出書類​

​　　契約締結後、下表に定める書類を提出すること。​

​No.​ ​提出書類​ ​提出期限​ ​備考​

​1​ ​業務着手届​ ​着手と同時​ ​第8号様式​

​2​ ​業務主任等指定通知書​ ​契約後速やかに​ ​受託者様式​

​3​ ​業務主任等経歴書​ ​契約後速やかに​ ​第10号様式​

​4​ ​資格証明書の写し​ ​契約後速やかに​ ​受託者様式​

​5​ ​作業員名簿​ ​契約後速やかに​ ​受託者様式​

​6​ ​資格一覧表​ ​契約後速やかに​ ​受託者様式​

​7​ ​連絡体制表​ ​契約後速やかに​ ​受託者様式​

​8​ ​業務日報​ ​業務実施日毎​ ​運転記録紙等を含む。​

​別紙1様式による。​

​9​ ​業務月報​ ​毎月の業務終了時​ ​業務が発生した月毎に​

​提出。別紙2様式によ​

​る。​

​10​ ​業務完了届​ ​毎月の業務完了と同​

​時​

​業務が発生した月毎に​

​提出、第13号様式​

​(1)　業務着手届には、労働基準監督署の「保険関係成立済」印が押印されているこ​

​と。​

​ただし契約日から遡及して１年以内の受付印及び領収印が押印されている保険関​

​係成立届、年度更新申請書等の法定様式控え等を添付した場合は、この限りでな​

​い。​

​３　疑義​

​　　本仕様に明記されていない事項及び疑問のある事項については、委託者と十分協議​

​のうえ業務に対して遺漏のないように行うこと。​

​４　札幌市環境マネジメントシステムの運用への協力​

​(1)　14 札幌市環境マネジメントシステムの運用への協力​

​受託者は、作業従事者へ札幌市の「環境方針」(下記URL参照)を周知し、札幌市の​

​環境配慮に対する取り組みについて理解させること。​

​https://www.city.sapporo.jp/kankyo/management/ems_torikumi/documents/kank​

​yo_houshin.pdf​



​(2)　受託者は、本市札幌市環境マネジメントシステムに合致する形で業務を遂行す​

​ること。​

​ア　除雪業務遂行にあたり、アイドリングストップを実施すること。​

​イ　空ぶかしをしないこと。​

​ウ　除雪使用機種の性能に見合った除雪を行うこと。​

​エ　従業員に上記の内容を周知教育すること。​

​３．業務仕様​

​１　業務範囲​

​本仕様書による業務範囲は、基地平面図（別添2）のうち、色塗りに示した基地内​

​通路および駐車場内（シャッター前搬入路を含む）を除雪し、指定する場所へ堆積す​

​ること。​

​２　業務内容​

​　(1)　除雪方法​

​　　ア　除雪の時期​

​（ア）車両基地構内の降雪量が10cm以上の場合​

​（イ）継続して強い降雪が予想される場合​

​（ウ）吹雪等で吹き溜まりがある場合​

​（エ）その他委託者が必要と認める場合​

​以上の場合、委託者と連絡を取り合い、降雪状況を把握した上で除雪業務を​

​行うこと。なお、通常は委託者より除雪業務の指示を行うのでその指示に従い​

​速やかに除雪業務を行うものとする。​

​　　イ　除雪使用機種​

​機種​ ​規格​

​タイヤショベル​ ​可変プラウ 1.4～2.0㎥（助手なし）​

​タイヤショベル​ ​バケット　 1.4～2.0㎥（助手なし）​

​(2)　注意事項​

​　　ア　除雪業務に対しての業務主任者（安全責任者）を指名して、作業範囲及び周囲​

​状況の把握、連絡指示系統の確立等を徹底し、安全作業に徹すること。​

​イ　除雪作業をする際は、基地建物その他の付帯設備に損害を与えないよう安全確​

​保に十分留意すること。​

​　　なお、万一損害を与えた場合は直ちに委託者に報告するものとし、速やかに修​

​理又は交換を実施すること。​

​ウ　除雪作業の始業時及び終業時には委託者に報告すると共に、作業指示および連​

​絡事項の確認を行うこと。​
​　​

​３　見積範囲​

​　　本仕様書による見積範囲は、先に述べた1項および2項の除雪業務に係る、一切の経​

​費とする。​

​本業務では、共通仮設費及び現場経費の補正を行っており、それぞれ下式のとおり​

​算出している。​

​共通仮設費＝対象額×共通仮設費率×38％​

​現場管理費＝対象額×現場管理費率×67％​



​４　契約方法​

​　　契約方法は、下表の「機種及び規格」ごとに単価契約を締結する。​

​　入札書（見積書）には、下表の基準単価（税抜き）についてのみ記載すること。​

​その他の単価については、決定金額を1.00とし、これに下記係数を乗じて算出す​

​る。（円未満は切捨てとする。）​

​機種及び規格​ ​策定係数​ ​金額​
​令和8年度​

​予定数量​

​タイヤショベル　可変プラウ（1.4～2.0​

​㎥）（助手なし）​

​10分単価［昼間］​

​1.00​
​基準単​

​価​
​2,100分​

​タイヤショベル　可変プラウ（1.4～2.0​

​㎥）（助手なし）​

​10分単価［夜間］​

​1.05​ ​550分​

​タイヤショベル　バケット（1.4～2.0㎥）​

​（助手なし）​

​10分単価［昼間］​

​0.75​ ​250分​

​タイヤショベル　バケット（1.4～2.0㎥）​

​（助手なし）​

​10分単価［夜間］​

​0.80​ ​200分​

​※​ ​各１０分単価については、円未満切捨てとする。​

​※​ ​昼間とは、６：００～２１：００までとする。​

​※​ ​夜間とは、２１：００～６：００までとする。​

​５　支払方法​

​　　支払いは、１箇月単位とし、「機種及び規格」ごとの業務実施時間に応じて支払​

​う。​

​　　１箇月の金額は、業務が発生した月毎に集計した業務実施時間（１０分未満の端数​

​切捨て）にそれぞれの契約単価を乗じて算出する。​

​６　再委託の取り扱い​

​　　受託者は、業務の全部若しくは一部を第三者に委託してはならない。ただし、業務​

​の一部であって業務の性質上、再委託が発生する場合は契約締結後直ちに委託者へ申​

​し出ること。委託者がやむを得ないと認めた場合は再委託承諾願（指定様式）を書面​

​にて提出し、委託者から再委託承諾通知により承諾を得なければならない。​




